
 

 

 

各分掌重点目標・達成状況・課題など 

 

総務部 

重点目標 具体的方法 達成度 達成状況 次年度への課題・改善 

ＩＣＴの積極的な活用

により、デジタル化を

進め、円滑な学校運営

につながるようＤＸ化

を推進していく。 

MicrosoftTeams やきず

なネットなどを活用し、

様々な業務で効率化を

進めていく。またデジタ

ルデータの共有を進め、

業務の負担軽減を図る。 Ａ 

生徒連絡や教員間の連

絡など様々な場面でＴ

ｅａｍｓを活用するこ

とにより業務の効率化

が進んだ。また、保護者

への連絡に今まで以上

にきずなネットを活用

することにより、印刷業

務の軽減や紙の節約な

どに貢献することがで

きた。 

今後もデジタル化を推

し進め、ＩＣＴの活用に

より更なる業務の効率

化や円滑な学校運営を

進めていく。また業務の

効率化を進めることに

より、紙資源やエネルギ

ーの節約などの環境負

荷の軽減につなげてい

く。 

安定した ICT 環境と運

営体制を維持し、今後

の機器更新に向け、校

内のインフラ設備の準

備を進めていく。 

機器更新に向けて、サー

バのデータや周辺機器

の整理をする。また校務

用ＰＣの更新を見据え、

次年度のネットワーク

移行に向けて準備を進

める。 

Ａ 

次年度の機器の更新に

向けて、サーバのデータ

の取り扱いや周辺機器

の整理など現校内ネッ

トワークからの移行準

備について進めること

ができた。 

ネットワークインフラ

について問題なく運用

できた。また校内ネット

ワークや生徒用タブレ

ットのトラブル対応な

どＩＣＴ支援員と協力

し、しっかりと対応でき

た。 

次年度の校務用ＰＣの

更新に向けて、準備を進

めていく。生徒用タブレ

ットのメンテナンスや

サポートについて、教員

の負担軽減につながる

体制を検討していく。 

 

教務部 

重点目標 具体的方法 達成度 達成状況 次年度への課題・改善 

①新学習指導要領に基

づいた観点別評価に

ついて、円滑な運用・

協議・研究を進める。 

今年度が新学習指導要

領の完成年度である。 

観点別評価と生徒の学

習状況が相互に関連す

るように目指す。 

Ｂ 

観点別評価になり、生徒

に対しより具体的に学

習状況の指導ができる

ようになった。 

教科・学科内で観点別評

価の研究の余地がまだ

ある。生徒の学習状況改

善を目指し、さらなる協

議・研究を推し進めた

い。 

②自動採点システム

（リアテンダント）

の運用・研究を進め

る。 

デジタル採点やデジタ

ル返却のさらなる推進 

を目指す。 Ａ 

採点・返却共に問題なく

運用できている。特に大

きな問題点も出ていな

い。 

運用に慣れるにつれ、慎

重さに欠けることがな

いようにしていく必要

性がある。 

 

 

 

令和６年度 名古屋市立工芸高等学校 学校評価について 



生徒指導部 

重点目標 具体的方法 達成度 達成状況 次年度への課題・改善 

基本的生活習慣を確立

させる。 

・遅刻時の声かけによる

様子の確認。 

・担任、学年会と情報共

有をした上で、面談や

ゆとり登校を実施。 

・関係各所との情報共

有。 Ｂ 

・生徒面談や担任との情

報交換をすることで、

生徒の現状を把握で

きる場合もあり、基本

的生活習慣の定着に

向けたかかわりを持

てる生徒もいた。 

・遅刻面談の担当教員を

指導部員以外でも行

ったことで、多方面か

らの指導を行うこと

ができた。 

遅刻面談のシステムを

変更したことで、多方面

からの指導を行うこと

ができたが、遅刻に対し

て改善の意思が低い生

徒もおり、また遅刻理由

の内容が多様化してき

ていることからも、継続

して適切な支援を検討

していく。 

生徒が安心・安全に過

ごすことができるよう

努める。 

・各担当中心に、担任や

学年会と定期的に情

報の共有を行う。 

・学校全体での情報共有

をいじめ等対策委員

会で行う。 

・講話等を実施。 

・自転車点検の実施。 

Ａ 

・学年会の情報を生徒指

導部内でも共有する

ことで、指導に生かす

ことができた。また、

いじめ等対策委員会

でも共有を行ったこ

とで、学校全体での情

報共有を行う体制を

継続することができ

た。 

・薬物乱用防止講話、交

通安全教室を行っ

た。・自転車点検を実

施し、日ごろからの安

全意識を高めさせる

ことができた。 

・学校全体で情報の共有

を行える体制を継続

していく。 

・講話の内容を検討して

いく。 

 

生徒会部 

重点目標 具体的方法 達成度 達成状況 次年度への課題・改善 

生徒会活動のタスクを

細分化し、生徒の発達

段階を考慮して業務を

再構成し主体的に取り

組ませる。 

・各担当で業務のリスト

アップをして可視化

する。 

・業務を再編し担当業務

と担当人数の適正化

を図る。・生徒の発達

段階に応じて適切な

課題を設定し自力で

乗り越える経験を積

ませる。 

Ｂ 

・業務のリストアップを

行い、担当の再編を行

った。 

・生徒が主体的に取り組

み乗り越えられるサ

イズを見極め、主体的

に取り組ませること

ができた。 

担当ごとの業務の再編

だけではなく、担当を超

えた業務の再編が必要

と考える。 

生徒会活動の運営に対

して生徒が反省・改善

を行うような枠組みを

整備し、当事者意識を

育む。 

行事が終わった後の反

省と引継ぎを生徒が中

心となって行う構造を

各担当に設置する。 
Ａ 

・執行部活動、文化祭な

ど生徒の中での事後

検証と引継ぎが行わ

れた。 

当事者意識を持った生

徒の尽力により、自分た

ちが主体となって行事

をよりよくしていく実

績が生まれた。これをさ

らに波及させ、その数を

増やしＰＤＣＡが回る

ようにする。 

 

 



進路指導部 

重点目標 具体的方法 達成度 達成状況 次年度への課題・改善 

本校におけるキャリア

教育の確立と、その効

果的な手立てを研究し

実践する。 

３年間を通した進路指

導計画方針を作成し、流

れや目的を確認しなが

ら、各行事の見直しを図

る。 

Ｂ 

キャリア教育に関わる

進路行事が、3 年間を通

してどのように積み重

なっていくか検討し、見

直すことができた。 

生徒がそれぞれの課題

に向き合い、進路選択へ

意識を高めるきっかけ

となるような仕掛けを

考えたい。 

生徒が自らの能力・適

性や個々の成果に合っ

た進路選択ができるよ

うにサポートする。 

生徒が自身の適性や希

望などを見つめ直す機

会を提供し、個々の進路

選択に合わせたサポー

トをする。 Ａ 

生徒が探究活動や適性

検査の結果などを踏ま

え、自らの進路を選択で

きるよう、担任や学科の

協力を得てサポートす

ることができた。外部ツ

ールの活用が定着して

きた。 

進路選択に向けて、わか

りやすい資料を提供・提

示しながら、細やかなサ

ポートをしていく。必要

に応じて企業や大学、専

門学校などの外部と連

携を図る。 

 

保健部 

重点目標 具体的方法 達成度 達成状況 次年度への課題・改善 

委員会の生徒が中心と

なって、美化や衛生、保

健に関する意識を全校

生徒で高め、健康的な

学校生活が送れるよう

指導・助言する。 

心身の健康や防災、環境

美化を考える取り組み

を生徒と共に企画し、委

員会活動を通して、生徒

自ら保健や美化に関す

る活動を行う意識づけ

を行う。 

Ａ 

保健委員会の活動とし

て、保健だよりの発行、

自己を大切にする取り

組みとして保健委員と

SC による座談会やアン

ケートの実施、防災意識

を高める活動として災

害時を想定して調べ学

習を行うなど、生徒主体

で活動することができ

た。 

美化委員会の活動とし

てポスターを制作しご

みの持ち帰りの呼びか

けを行った。 

生徒自ら心身の健康に

留意し、自己で健康管理

を行うこと、環境を整え

ることができるよう、継

続的に指導・助言する。 

悩みを抱える生徒の情

報を集め、サポート体

制を整える。 

日々の学校生活の様子、

こころのSOSなどを通じ

て教育相談係と養護教

諭を中心に、教員同士が

密に連携を取り、見守り

が必要な生徒の早期発

見に努める。こころの

SOS や日常生活でサポー

トが必要な生徒の様子

を SC と共有する。 

Ａ 

養護教諭、教育相談係を

中心に情報収集を行う

とともに、関係各所と情

報を共有した。生徒を注

意深く見守り、必要に応

じて SC につないだ。 

今後も継続して、日頃の

生活や様々な活動から

生徒の変化に気づき、見

守りが必要な生徒の早

期発見に努める。教員同

士やSCとの連携により、

迅速な対応ができるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 



図書部 

重点目標 具体的方法 達成度 達成状況 次年度への課題・改善 

図書館の設備充実 生涯を通じて読書に親

しむ習慣を身に付けら

れるよう、図書の選定を

行う。同時に、図書館の

設備を充実させ、図書館

利用の促進に努める。 

Ａ 

昨年度に引き続き、積極

的に図書の選定を行う

とともに、図書の大幅な

配置転換を行い、来館者

がより快適に利用でき

る環境を整えることが

できた。 

本の展示のための器具

や、本を守るためのカー

テンなど、設備の充実が

求められる。また、各教

科、学科との連携をとっ

た選書なども行ってい

きたい。 

生徒の主体的な委員会

活動 

利用者増加のための広

報活動を、生徒の主体的

な活動となるような働

きかけをしていく。 
Ｂ 

図書委員会として、掲示

板の利用や、広報活動に

キャラクターを活用す

るなど、生徒の主体的な

活動が見られた。 

既存の行事においての

活動だけでなく、新しい

行事を生徒主体で運営

できるような働きかけ

をしていきたい。 

 

工務部 

重点目標 具体的方法 達成度 達成状況 次年度への課題・改善 

特色ある工業教育の実

現 

工芸高校らしい特色あ

る工業教育を通して、実

践的な体験や資格取得

など生徒の学びをサポ

ートする。 

Ｂ 

資格取得や実習課題だ

けでなく、見学会やイベ

ント参加でワークショ

ップを実施するなど、よ

り多くの実践的な学び

の機会を設けられた。 

今後も地域や社会との

つながりを密にし、学科

の特色を生かした実践

的、効果的な教育を持続

できるように努める。 

実践的な教育活動に向

けた設備の充実 

施設・設備ほか必要な整

備を進め、より実践的、

先進的な工業教育を持

続的に実現できるよう

施策していく。 
Ａ 

DX ハイスクールや次年

度ＰＣ室リース更新に

向け、より実用的、実践

的な機材の導入への準

備を進めることができ

た。 

引き続き、老朽化した設

備の更新や新しい機材

導入を要望していく。ま

た新しい機材導入に伴

う研修の実施や、効果的

な活用方法等を検討す

る。 

 

広報企画部 

重点目標 具体的方法 達成度 達成状況 次年度への課題・改善 

安定した受検生確保の

ため、様々なイベント

を企画・発信する。 

・部活動見学会を開催す

る。 

・SNS を活用した広報活

動の実施。 Ｂ 

・インスタグラム、X を

設置し、様々な取り組

みを発信できた。 

・WEB サイトついては関

係部署と調整中であ

る。 

・WEB サイトや SNS を通

して、有益な情報を多

く発信する。（内容は

精査する） 

・卒業生の活躍が広報で

きるように検討する。 

関係部署との連携を図

り、安定した受検生の

確保のための情報収

集・分析を行い、活用方

法を検討する。 

・中学校訪問の企画・立 

案・まとめ。 

・進路説明会、上級学校

説明会の対応。 

・入学案内、学校パンフ

レットなどの製作。 

Ａ 

・多くの中学校での進路

説明会を実施するこ

とができた。 

・広報活動の対象を整理

し、対象にあった発信

方法を検討する。 

 

 



学校生活アンケート（全校）　　　令和元年度から令和６年度の比較 教務部資料

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R06

R05

R04

R03

R02

R01

クラスの友人関係はうまく行っている

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R06

R05

R04

R03

R02

R01

先生に気軽に質問や相談をすることができる

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R06

R05

R04

R03

R02

R01

楽しいと思う生徒会行事や学校行事がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R06

R05

R04

R03

R02

R01

部活動など学校生活で打ち込めるものがある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R06

R05

R04

R03

R02

R01

自分の学校生活に意義を感じている

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R06

R05

R04

R03

R02

R01

高校生になって中学生のときより自分の将来の目標がもて

るようになった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R06

R05

R04

R03

R02

R01

楽しいと思う授業がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R06

R05

R04

R03

R02

R01

ためになると思える授業がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R06

R05

R04

R03

R02

R01

自分には好きな科目がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R06

R05

R04

R03

R02

R01

入学したときと比べて好きな科目が増えた

凡例

とても思う まあ思う

あまり思わない まったく思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R06

R05

R04

R03

R02

R01

自信のもてる教科がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R06

R05

R04

R03

R02

R01

分かりやすい授業がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R06

R05

R04

R03

R02

R01

内容が工夫された授業がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R06

R05

R04

R03

R02

R01

学力が少しずつ向上してきた

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R06

R05

R04

R03

R02

R01

人前で発表することが得意になった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R06

R05

R04

R03

R02

R01

将来に向け何を学習したらよいか分かってきた

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R06

R05

R04

R03

R02

R01

いろいろな体験ができる機会があり、自分自身の視野が

広がった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R06

R05

R04

R03

R02

R01

将来を考える機会が多くなった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R06

R05

R04

R03

R02

R01

私は価値のある人間だと思う

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R06

R05

R04

R03

R02

R01

努力すれば大体のことができる

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R06

R05

R04

R03

R02

自分が優秀だと思う

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R06

R05

R04

R03

R02

私は先生に優秀だと認められている


